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男性乳腺Pagetoid癌の1例
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男性 の 乳腺 pageto豆d癌の報告は,その可能性のある症例を含めても散見される程度である.

今回我々は,男性乳腺 Pageto豆d癌の 1例を経験したので,文献的考察を加えて報告する.症例

は78歳男性で,既往に脳梗塞後遺症による運動性失語があり意思の疎通が困難であった.当院

受診半年前より左乳頭部にびらんが出現 した.次第に痴皮を伴い隆起してきたため,近医皮膚

科を受診した.軟膏治療にて改善しないため,当院へ紹介された.左乳房EAB領域に3.5cm大

の腺癌を触知するが,圧痛や乳頭異常分泌は認めなかった.超音波検査では,乳腺腫癌は悪性腫

癌が疑われ,同側の膳商リンパ節腫大を認めた.針生検を施行し,乳頭線管癌および膳商リンパ

節転移と診断した.画像検査では遠隔転移を認めず,膳讃 リンパ節部活を伴う胸筋温存乳房切

除術が施行された.術後の病理組織診断は,乳頭腺管癌で,T2NIMOStageln,ER (+),PgR

(+),HER2/neuタンパク過剰発現 (-)であった.また乳頭部皮膚直下までの癌浸潤を認め,

Pagetoid癌と診断した 男性乳腺は女性と異なり乳管だけであり,浸潤性乳管癌の発生から乳

管内進展を経て,乳頭部の皮膚所見を呈するPagetoid癌に至る前に,腫感触知によって発見さ

れる乳癌が多いと考えられる.自験例は,脳梗塞の後遺症により意思疎通を図ることが困難で

あったため,膿感触知の段階で発見されずにPagetoid癌に至ったと思われる.

キーワード:男性乳癌,Pagetoid癌,浸潤性乳管癌

は じ め に 軽的桶 とされている♯また,乳腺 pagetoid癌は,

乳管内病巣の管外浸潤が著 しくて乳頭や乳輪の蓑

男性乳癌は全乳癌の 1%以下であり1ト 4),比 皮内へ癌が進展するものとされている5ト 7)
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今回我々は,乳頭の発赤 ･びらんを主訴に発見

された男性乳腺 Pagetoid癌の 1例を経験 したの

㍗.文献的考察を加えて報告する.

症 例

症 例 :78歳,男性.

主 訴 :左乳頭の発赤 ･びらん.

既往歴 :1993年に脳梗塞をきたし,後遺症と

して運動性失語を認めサ意思の疎通が圃控であっ

た.

現病歴 :2008年9月頃より左乳頭の発赤 ･び

らんに家人が気付き,近医皮膚科を受診した.ス

テロイド軟膏による治療が施行されたが軽快せ

ず,2009年4月上旬精査目的に当院を紹介受診し

た.

入院時現症 (図 1巨 左乳頭に発赤 .びらん ･

痴皮 ･浸潤局面を認めた.左乳頭 Fに3.5cm大の

硬い腺痛を触知した.左騰麿 リンパ節の健太を認

めた.

血液検査所見 :腫癌マ-力- (〔EA,CA15-3,

NCC-ST-439)を含め,血液 ･生化学検査に異

常を認めなかった

マンモグラフィー (図2):右側は,良性石灰化

と女性化乳房疑いでカテゴリ-2と診断した.左

側は,乳頭下に2cm太の境界 山 部不明瞭な高濃

度腺癌が疑われ カテゴリー4と診断した.

乳質超音波 (図3):左乳房E領域に,円形で
大きさは1.6×1.3cm (縦横比は0.81),境界明瞭

粗槌,内部エコ-は不均質,低エコーレベルで後

方エコ弓 ま不変を皇する艦癌を認め,カテゴリー

4と診断した.左脇蒲に3cm太に腫大したリンパ

節を認めた.

針生検病理診断 :左乳腺腺癌および左肺嵩 リン

パ節の両者に針生検を施行した,病理診断は,礼

頭腺管癌ならびに膳蒲リンパ節転移であった,

CT所見 :遠隔転移を認めなかった.

手 術 :2009年 5円中旬,嫡濁 リンパ節部活

を伴う胸筋温存乳房矧攻術が施行された.

図1 肉眼所見

左乳頭に発赤暮びらん ･廊皮 ･浸潤局面を認
める,乳頭 Fに3.5cm大の腺癌を触知する.

図2 マ ンモグラブイ-

A.MLO (mediolateraloblique)view

浴.CC(cranioeaudaま)view
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図3 乳房超音波検査

A.左乳房E領域の腫塙
B.左胸膚 リンパ節

病理組織診断 (図4日 浸潤性乳管癌が乳頭部

皮膚直下まで浸潤しておりPagetoid癌と診断し

た,癌の大きさは2.4×2.1×1.3cm,組織型は乳

頭腺管癌,組織学的波及度はS(皮膚に及ぶ),核

グレード分類はGrage2,1y(±),Ⅴ(-),リン

パ節転移陽性 (6/10),Estrogenreeeptor(ER)

陽性 占拠率 100/o似 上,ProgesterorlereeePtOr

(PgR)陽性占拠率5-100/o未満,HER2/neuタ

ンパク過剰発現 ト ),pT2NIMOpStageliAであ

った.

術後補助療法 :Tamoxifenの内服を開始した

転 帰 :2009年11月中旬の胸腹部CTでは再

発を認めなかった.2010年7月中旬,昼食摂取時

に誤飲し,窒息した.救急隊により当院へ搬送さ

れ,心肺蘇生を施行したが回復せず永眠した.死

亡時まで,明らかな乳癌の再発兆候は認めなかっ

た.

考 察

Paget病は,乳頭 ･乳輪部の表皮内浸潤を特徴

とする癌で,乳管内進展がみられ間質浸潤が存在

しても軽微なものと定義されている8).--方,痩

潤性乳管癌の乳管内成分が乳頭に達して臨床上

Paget病に類似するものは,Pagetoid癌と定義さ

れる5ト 7).壇元ら6)は,乳頭および乳輪直下に

図4 病理組織所見 (HE染色,×100)

浸潤性乳管癌が乳頭部皮膚直下まで浸潤 し

ている.

腺癌があり,乳頭あるいは乳輪表皮に裏皮から癌

が直接浸潤 している様な所見を星する3例の

Pagetoid癌を報告している.白験例は,乳頭直下

に発生した浸潤性乳管癌が乳頭皮下まで浸潤した

ために,乳頭に発赤 ･浸潤 ･びらんなどの皮膚変

化を生じたPa酢痴d癌であると診断した.

男性乳癌は全乳癌の0.3-1%であると報告さ

れている1)1 4).好発年齢は60歳前後で,女性に

比べて約 10歳程度高いとされている1)3)9).ホル

モンレセプターの検索では,ER陽性の頻度が高

いとする報告が多くi)3湖,男性乳癌の内分泌治
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癖については,Tamox豆短nの有用性が報菖されて

いる10),さらにPagetoid癌は,Paget病および通

常型乳癌よりも病期の進んだ癌であり,リンパ節

転移陽性例が多いと報菖されている6).自験例も

ER陽性かつリンパ節転移陽性であったため,術
後補助療法としてTamoxifenの内服を行った.良

験例は他病死したため,内分泌療法の反応や予後

について論じることはできないが,内分泌療法が

奏功 した可能性もある.

翳JjE聖の乳腺 Pagetoid癌の報告は,その可能性の

ある症例を含めても散見される程度である5)ll)

男性乳癌は,腺癌触知によって発見される事が多

いと報告されているl)3)7).男性乳癌の場合,乳腺

は女性と異なり乳管だけであるため,浸潤性乳管

癌が発生してから乳管内進展を経て乳頭部のびら

んなどの皮膚所見が出現する前に,腺癌触知によ

って乳癌 が 診 断 さ れ る 事 が多いと梶山ら11)は推

測 してい る . 自 験 例 は ,運動性失語により意思の

疎通を図る こ と が 困 難 で あったため,腫感触知の

段階で発 見 さ れ ず に Pageto呈d癌にまで至ったと

考えられる.

結 語

男性の乳腺 Pagetoid癌の報告が少ないのは,

Pageto豆d癌に至る前に腺癌触知により発見される

乳癌が多いためと考えられる.
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